
教育目標：感謝の心を大切にし、自ら学び行動する人間性豊かな児童の育成 

～『あい』を深め、刻む山代西～ 

 

 
 

山代西小の特色の一つでもある「ふるさと学習」がいろいろな学年で 

実施されています。各教科で身に付ける力（考える、書く、話す、まと 

めるなどの力）に加え、キャリア教育の一環でもある地域を知る、郷土 

を愛する、人々の思いに触れるなどの自分の人生を豊かにする力を培う 

ことをねらいとしています。子ども達は、教室だけでは感じることので 

きない様々な貴重な体験を通し、多くのことを学んでいます。 
 

生活科の学習として先日のミカン農家さんに引き続き、浦ノ崎方面に行きました。ファミリーマー

トでは店内を散策しながら商品の種類の多さに驚いていました。金子廻漕店では福島との間を往復す 

る船に乗せてもらい、運転席にも立つことができました。「西の谷」再発見ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

向山の区長の松永幸三さんから山代富士と呼ばれる城山のことやその城山にあっ 

た飯盛城について話を聞きました。松浦党や山ン寺などについても触れられ、 

子ども達も興味津々に聞き入っていました。現在は城跡もありませんが、周辺を 

整備し、将来的には散策できる場所になるそうです。親子で登ってみられるのも 

いいかもしれませんね。 

 

５月、６月に苗差しを行ったサツマイモを収穫しました。学校下の畑ではＪＡ女性部の方に手伝っ

ていただきながら１,４．５.６年生が収穫をし、山代コミュニティセンター上の畑では２,３年生が

山代東小の児童と一緒に掘り起こし、収穫しました。どちらも上級生は下級生を手伝いながら一生懸

命に掘っていました。学校の畑の方は昨年度以上に大きくたくさんの芋を取ることができました。ふ

れあいまつり(11/8)の際に焼き芋としてふるまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

やさしく まじめに にこにこ しんぼう強く 
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今年度も西分の原田様のミカン畑でみかんちぎりをさせていただきました。 

ＪＡ女性部の方々にもお世話になりました。雨上がりで滑りやすかったところ 

もありましたが、たくさんなったミカンを背伸びしながら一生懸命に取って 

いました。コンテナいっぱいに収穫することができました。 

 

 

  

今年度は大川内山（窯元）、武雄（宇宙科学館、武雄消防署）を見学しました。畑萬陶苑では茶碗

などの焼き物を注意深く見ていました。消防署では実際に担架に乗せてもらい、救助する人の気持ち

を共感できました。伊万里の伝統文化に触れたり、科学的な事象を体験したりして有意義な時間を過

ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度は修学旅行でしたが、今年度は黒髪少年自然の家で宿泊学習を山代東小の５,６年生と一緒

に行いました。２日間とも晴れ、全てのプログラムを順調に実施することができました。夕方からの

野外炊飯では、火付けや調理器具の片付けに苦労ながらも貴重な体験をすることができました。２日

目のわんぱく大冒険では山東小の児童と協力しながらどのグループもゴールすることができました。

有意義な２日間でした。 

 

    

 

 

 

 

 

１１/８日曜日に『ふれあいまつり』を開催します。今年度は２校時目に授業参観（ふれあい道徳）

を行います。参観後、保護者の方のご意見をお聞かせいただければと思っています。（後日、お知ら

せします）お子さんの一生懸命に取り組む姿をご覧ください。今年度は最後のふれあいまつりになる

ので、「刻プロジェクト」として親子での皿への絵付け体験を行います。当時の日程については下記

のとおりです。詳しいことはキュベル等でお知らせします。 

 

●２校時・・授業参観  ●３校時・・感謝の会  ●４校時・・ふれあい発表会  

★４校時終了後、親子ピザ＆焼き芋タイム ●午後 ・・親子で皿への絵付け体験と親子レク 

昨年児童玄関前に植えたフジバカマが満開になり、うれしいことにアサギマ 

ダラが飛来しました。１頭だけでしたが、台湾などから数百キロの距離を移動 

してきたのではと思います。学校下の看板のようにこれからもっとたくさんの 

チョウが見られる場所になるといいですね。（ロマンが広がります）、 

 

 


